
　　　informations for living Picked Up               くらしの情報　PICK UP
※詳しくは問にお問い合わせください。

もっと知ろう！！　障がい福祉　vol.9 問荒尾市障がい者自立支援懇談会
くらし部会事務局福祉課

☎ 63-1406　今月は、児童に関するサービスを紹介します。

※詳しくは問にお問い合わせください。

　　　informations for living              くらしの情報

平成 29年度　一般会計補正予算 問財政課財政係
☎ 63-1289

当 初予算では義務的経費、経常経費・継続事業を中心に「骨格予算」
として編成していました。補正予算は、「肉付け予算」として市長所

信表明によって示された『あらお未来プロジェクト』を実現するため、①
子どもは地域の宝物、みんなで育む「人づくり」、②成長力の創出、みんな
で挑戦「夢づくり」、③健康・長寿の暮らし実現、みんなで築く「安心づく
り」の政策の 3本柱に基づいた事業を中心に編成しました。
　一般会計補正予算では、5億 7,042 万 5 千円を追加し、総額 212 億 1,142
万 5 千円となりました。補正予算の主な財源は、基金繰入金 3億 1,778 万
9 千円、市債の借入 1億 4,380 万円などです。

肉付け予算で計上された主な事業
①子どもは地域の宝物、みんなで育む「人づくり」
荒尾子ども未来基金の積立…10,000 千円ほか

②成長力の創出、みんなで挑戦「夢づくり」
新たな特産品販売・観光交流拠点としての「道の駅」整備促進の
ための基礎調査…9,326 千円ほか

③健康・長寿の暮らし実現、みんなで楽しく築く「安心づくり」
東大谷体育館のトイレ新設に係る経費…9,135 千円ほか
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分
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近
多
い
相
談・

ト
ラ
ブ
ル
事
例
」
な
ど
。

●
申
込
方
法　
希
望
日
の
14
日
前

ま
で
に
申
請
書
を
産
業
振
興
課

へ
提
出
。（
申
請
書
は
産
業
振
興

課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。）

問
産
業
振
興
課
商
工
・
企
業
誘
致

推
進
室　
☎
63
・
１
4
３
2

●
選
挙
権
が
あ
る
人　

平
成
11
年
12
月
６
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９
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③
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介
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司
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あ
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司
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す
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迷
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①
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②
相
談
に
応
じ
、
対
応
す
る
た

め
に
必
要
な
体
制
の
整
備

③
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熊
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サービスの種類 サービスの内容

児童発達支援 自分の身の回りのことができるよう、日常生活で必要な動作の指導や、
集団生活を送るための訓練等を行います。対象は未就学の児童です。

放課後等デイサービス 放課後や長期休暇中において、生活能力向上のための訓練等を行います。
対象は就学中の児童です。

保育所等訪問支援 障がいのある児童がいる保育所・幼稚園・小学校等に訪問し、本人やスタッ
フに対し集団生活への適応のための支援等を行います。

短期入所 自宅で過ごすことに不安があるときや、介護者の休養が必要なとき等に、
一時的に施設で必要な介護等を行います。

日中一時支援 介護者の負担軽減や就労支援等を目的に、障がいのある人が日中、一時
的に過ごす場の提供を行います。

※一部を示したものになります。

身体障がい・知的障がい・精神障がい（発達障がいを含む）・難病（332 疾病）、そ
の他療育の必要性が認められる児童が利用できます。利用については、市への申請
が必要です。

ぼ
く
も
楽
し
め

る
ま
ち
に
し
て

く
だ
さ
い
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